
件名：「通学バス」の全市的運行について

１ 目 的 通学バスの全市的運行により、小学校及び中学校に通学する児童

及び生徒の登下校の安全・安心と利便性の向上を図ります。

２ 内 容 通学バスの運行については、児童･生徒の安全･安心を第一に考え、

合併前から９路線が運行されていました。

今回、市内全域への通学バス運行拡充を２段階の計画で行ったも

のです。

なお、路線バス使用に対する遠距離通学費補助については、運行

頻度の多い渋川伊香保線と行幸田団地線のみを対象とし、他地区に

ついては、すべて通学バスによる対応とします。

３ 事業概要

・通学バスの現状（～平成２３年１２月）

現在４地区９路線（渋川地区３路線、小野上地区１路線、子持地区４路線、

赤城地区１路線）が合併前の状態をそのまま継承し、不統一のまま運行し

ていました。バス使用料は、月額小学生1,400円、中学生2,800円でした。

・通学バスの拡充（平成２４年１月～）

通学バスを利用する対象距離基準は、実測2.5ｋｍを基本として進めます。

平成２４年１月(３学期）及び平成２４年８月(２学期）の２段階で全市的

な運行を行います。バス使用料は、小･中学生とも月額1,000円とします。

第１段階として既存の２路線を拡充し、新規に４路線を運行しました。

小野上地区２路線(小野子線、村上線）、赤城地区３路線(樽･北上野線、棚

下線、北赤城山･深山線）、北橘地区１路線(下箱田･赤城山線）

◎ 第２段階として２学期(８月２７日）より既存の１路線を拡充し、新規

に４路線を運行します。

渋川地区２路線(上村線、祖母島線、）、 伊香保地区１路線(水沢線）、

赤城地区１路線(栄･溝呂木線）、北橘地区１路線(八崎･小室線）

既存路線と合わせ合計１７路線で全市的に通学バスを運行し、児童･生

徒の登下校時の安全･安心対策を図り利便性を高めるものです。


